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2はじめに

◼ 第26回本小委員会（2021年11月2日）において、三次調整力②（以下、「三次②」という。）の必要量低減
効果のみならず応札量増加にも期待できる施策として、2025年度より三次②の取引単位時間を3時間ブロックから
30分単位に変更することと整理していた。

◼ 今回、三次②の取引単位30分化が開始（2025年3月14日受渡分より開始）したことを踏まえたフォローアップと
して、その効果や市場への影響について分析を行ったため、その結果についてご報告させていただく。
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出所）第23回需給調整市場検討小委員会（2021年5月24日）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_23_haifu.html

（参考） 三次②調達不足の要因等を踏まえた検討について

◼ 第23回本小委員会（2021年5月24日）において、2021年4月より取引を開始した三次②の調達不足の要因
の特定ならびにそれを踏まえた市場ルールの見直し検討のため、取引会員へのアンケート調査等を実施し、応札量を
増やす取り組みとしてブロック時間の検討（3時間ブロックからの変更）を実施していくこととした。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_23_haifu.html


4（参考） ブロック時間見直しの具体的な方向性について

出所）第25回需給調整市場検討小委員会（2021年9月17日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html

◼ 第25回本小委員会（2021年9月17日）において、ブロック時間の設定について、発電計画が30分コマ単位で
策定されていること、実需給においても三次②の発動指令やアセスメントⅡを30分コマ単位で実施していることを
踏まえ、取引単位を30分とする方向性が示された。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html
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出所）第26回需給調整市場検討小委員会（2021年11月2日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html

（参考） ブロック時間見直しの開始時期について

◼ 第26回本小委員会（2021年11月2日）において、システム開発を踏まえた三次②市場ルールの見直し時期に
ついて検討を実施し、2025年度から商品ブロック時間を3時間から30分へと変更することを決定した。

◼ また、この見直しにより募集量の削減のみならず応札量の増加も期待されるところ。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_26_haifu.html
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8今回のフォローアップにおける前提部分の整理について

◼ 取引単位が30分化したことによる募集量・応札量の変化を評価するにあたっては、「取引単位が30分化せずに
3時間ブロックが継続した場合」をシミュレーションすることで30分化による効果を確認する。

◼ シミュレーションにおいては、30分化後の実取引データを基に、6コマ単位（3時間ブロック）で募集量ならば最大値、
応札量ならば最小値を参照し、他のコマの数値を置き換えることで、30分化していなかったときの数値を試算※する。

【募集量のシミュレーションイメージ】 【応札量のシミュレーションイメージ】

１ ２ ３ ４ ５ ６

【実取引データ（30分化後）】 【シミュレーションデータ】

全6コマを最大値である ”100” に置き換える

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

全6コマを最小値である ”60” に置き換える

１ ２ ３ ４ ５ ６

【シミュレーションデータ】

80 100 80 60 80 90 100 100 100 100 100 100 80 100 80 60 80 90 60 60 60 60 60 60

【実取引データ（30分化後）】

※ 今回はあくまで理論値であり、実際には募集量削減係数の30分化や事業者の行動変容がある点には留意が必要。



9募集量削減効果の確認

◼ 三次②における30分化以降の募集量については、3時間ブロックの継続を仮定した試算値比で▲1,717MW/日
（約25%削減）と、全国計で減少している。

◼ 従来の3時間ブロックでの募集量では、ブロック内の最大必要量のコマに合わせた募集をしていたが、30分化により
コマ毎の必要量そのものを募集するようになったことで、募集量削減に一定の効果があったものと考えられる。

*1. 30分化以降（2025年3月14日～2025年5月14日）のデータにて算出
*2. 3時間ブロック時と合わせるため、各コマの期間内平均値を48コマ分合計し、その合計値を6で除して算出

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
3時間ブロック時の募集量は全8ブロック合計値
30分化コマ時の募集量は全48コマ合計値を6で除して算出

[MW/日] 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 全国計

 3時間ブロック継続試算 261 1,014 1,894 772 60 1,200 331 424 965 6,921

 30分化以降の直近実績 216 795 1,404 544 43 916 251 323 712 5,204



10（参考） 三次②募集量におけるエリア・時間帯別実績
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
3時間ブロック時の募集量は全8ブロック合計値
30分化コマ時の募集量は全48コマ合計値を6で除して算出



11応札量増加効果の確認

◼ 三次②における30分化以降の応札量については、 3時間ブロックの継続を仮定した試算値比で+7,047MW/日
（約52%増加）と、全国計で増加している。

◼ 従来の3時間ブロックでの応札量は、ブロック内の最小供出可能量のコマに合わせた応札をしていたが、30分化により
コマ毎の供出可能量そのもので応札できるようになったことで、応札量増加に一定の効果があったものと考えられる。

*1. 30分化以降（2025年3月14日～2025年5月14日）のデータにて算出
*2. 3時間ブロック時と合わせるため、各コマの期間内平均値を48コマ分合計し、その合計値を6で除して算出

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
3時間ブロック時の応札量は全8ブロック合計値
30分化コマ時の応札量は全48コマ合計値を6で除して算出

[MW/日] 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 全国計

 3時間ブロック継続試算 1,140 981 4,353 1,518 672 1,646 680 582 1,862 13,434

 30分化以降の直近実績 1,418 1,436 6,623 2,648 1,096 2,425 995 808 3,031 20,480



12（参考） 三次②応札量におけるエリア・時間帯別実績
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出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
3時間ブロック時の応札量は全8ブロック合計値
30分化コマ時の応札量は全48コマ合計値を6で除して算出
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◼ また、第26回本小委員会（2021年11月2日）において試算した、ブロック時間の見直しによる応札量・募集量の
推定効果量に対して、今回の30分化以降の実績と3時間ブロックの継続を仮定した試算値の差異（効果量）を
比較したところ、効果量（絶対値）としては実績値が推定効果量比で▲3,868MW/日と下回ったものの、全体の
応札量・募集量に対する効果量の割合（効果率）としては、実績値が約23%上回っていた。

【ブロック時間見直しによるブロック３～６の推定効果量（全国計）】

【募集量の実績と継続仮定試算値】 【応札量の実績と継続仮定試算値】

合計値※1 応札量 募集量

第26回
小委試算

推定効果量 [MW/日] 11,000 （+9,000） （▲2,000）

推定効果率 [%] 18% （+28%） （▲7%）

今回
試算

効果量 [MW/日] 7,132 （+5,516）※2 （▲1,615）※2

効果率 [%] 41% （+50%）※2 （▲24%）※2

第26回小委時の試算との対比（１／２）
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

3時間ブロック時の募集量、応札量は全8ブロック合計値
30分化コマ時の募集量、応札量は全48コマ合計値を6で除して算出

※1 合計値の効果率は（応札量効果量－募集量効果量）／（3時間応札量+３時間募集量）にて算出。
※2 第26回小委時の試算条件（ブロック3～6のみ試算）に合わせた試算のため、前述の値（P9,11）とは異なる点に留意。
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◼ 前述の要因として、2021年度第二四半期から現在に至るまで、各種施策を通じて応札不足の改善を図った結果、
募集量ならびに応札量ともに全体量が減少しており、30分化による募集量減少・応札量増加の余地が限られたこと
で、効果量（絶対値）としては限定的となったものと考えられる。

◼ 他方で、効果率は試算時を上回ったことを勘案すると、今回の取り組みは効果的に表れていると評価できる。

【減少要因】
• 全商品の取り扱い開始（2024年4月1日～）
• 募集量減少に伴う、事業者の応札行動変容 など

【減少要因】
• アンサンブル予報の活用 （2023年4月1日～）
• 募集量削減係数の適用（2024年6月1日～）
• 効率的な調達の導入 （2024年7月1日～） など

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
3時間ブロック時の募集量、応札量は全8ブロック合計値
30分化コマ時の募集量、応札量は全48コマ合計値を6で除して算出

募集量 応札量

平均募集量

(うちブロック3-6)

31,060

(29,618)

5,204

(5,036)

FY21_1Q 30分化以降[MW/日]

平均応札量

(うちブロック3-6)

41,543

(32,694)

20,480

(16,467)

FY21_1Q 30分化以降[MW/日]

第26回小委時の試算との対比（２／２）
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16今回の市場影響分析における前提部分の整理について

◼ 三次調整力②の取引単位が30分化されたことによる市場への影響を分析するためには、季節性要因を考慮できる
前年同期（2024年3月14日～5月14日）との対比が望ましいと考えられるものの、2024年度当初は二次②・
三次①の追加調達を三次②で実施していたことや募集量削減係数の導入前等、制度面が現在と大きく異なるため、
比較検証が十分になされない可能性も考えられるところ。

◼ この点を踏まえて、制度の前提部分が現在とほぼ同一となる効率的な調達の運用開始（2024年7月1日）以降
から直近までの実績を基にして、市場への影響分析を実施することとした。

市場影響分析の対象期間
2024/07/01
- 2025/05/14 

前年同期
2024/03/14
- 2024/05/14

※ 記載の日付はいずれも受渡日ベース

2024/04/01
需給調整市場 全商品取引開始

2024年度中に各種施策が実行され、
前提となる募集量や事業者の行動が

変容していることから、
30分化影響のみを切り出すことは困難

2025/03/14
取引単位変更

2024/05/01
二次②、三次① 追加調達中断

2024/06/01
募集量削減係数 適用開始

2024/07/01
効率的な調達 運用開始

30分化以降の直近実績
2025/03/14
- 2025/05/14

2024/11/01
新たな募集量削減係数 適用開始



17（参考） 二次②・三次①の前日追加調達の一時中断について

出所）第54回需給調整市場検討小委員会（2024年3月4日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html


18（参考） 三次②における募集量削減係数の適用開始について

出所）第54回需給調整市場検討小委員会（2024年3月4日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html


19（参考） 三次②の効率的な調達の開始について

出所）第54回需給調整市場検討小委員会（2024年3月4日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html


20（参考） 三次②における新たな募集量削減係数の適用開始について

出所）第54回需給調整市場検討小委員会（2024年3月4日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html


21余剰（不足）率の確認

◼ 三次②における余剰（不足）率については、取引単位時間が30分化された25年3月14日以降は、1,000%超
の割合が増加しており、これは30分化による募集量の減少・応札量の増加を通じて、市場の競争原理がより一層
働く環境になったものと考えられる。

◼ また、2025年3月14日以降は、募集量が0となるコマも複数発生しており、これはコマ毎に必要量を算定するように
なったことで、調整力が不要なコマでは募集をせずに済むようになったためと考えられる。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

取引単位時間 30分化

*1. 余剰（不足）率 = 9エリア応札量 / 9エリア募集量を48コマ分積み上げ、3時間ブロック期間は、1ブロック=6コマとして換算

新たな募集量削減
係数適用開始
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◼ 三次②における余剰（不足）率の月間平均値・1σ相当値（パーセンタイル値）は、30分化（25年3月14日）
以降、3時間ブロック時（24年7月1日から25年3月13日まで）の値に比べ、2倍前後まで増加している。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

取引単位時間 30分化

3時間ブロック時 30分化以降

平均値
1,762%

1σ相当値
1,834%

平均値
3,252%

1σ相当値
5,077%

（参考） 余剰（不足）率の数値確認

*1. 余剰（不足）率 = 9エリア応札量 / 9エリア募集量を48コマ分積み上げ、3時間ブロック期間は、1ブロック=6コマとして換算
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◼ 三次②における落札単価は、募集量削減係数の考え方が変更された24年11月以降、同水準で推移している。

◼ 取引単位時間が30分化された25年3月14日以降も、落札単価は大きく上昇することなく推移している。

落札単価の確認

*1. 落札単価 = 9エリアの想定費用日計 / 9エリアの落札量日計
*2. 想定費用 =案件ごとの落札単価×落札量を足し上げて算出、未使用の起動費はTSOに返還される点に注意

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
3時間ブロック時の落札量は全8ブロック合計値
30分化コマ時の落札量は全48コマ合計値を6で除して算出

取引単位時間 30分化新たな募集量削減
係数適用開始



24（参考） 2024年度の三次②調達費用（市場調達・余力活用）の動向

出所）第103回制度検討作業部会（2025年5月28日）資料4
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/system_review/pdf/103_04_00.pdf

◼ また、三次②調達費用は、市場調達費用だけではなく、市場外（余力活用）調達費用も含めた総額で動向確認
することが重要であるものの、余力活用費用は翌々月把握となるため、30分化以降の動向は現時点では不明。

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/system_review/pdf/103_04_00.pdf
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26まとめ

◼ 今回、三次調整力②の取引単位時間が30分に変更されたことによる、効果と市場への影響を確認した。

• 募集量

✓ 30分コマ毎の必要量を募集できるようになり、募集量削減効果（約25%）があったものと考えられる

• 応札量

✓ 30分コマ毎の供出可能量を応札できるようになり、応札量増加効果（約52%）があったものと考えられる

• 第26回小委時の試算との対比

✓ 30分化以降の実績と3時間ブロックの継続を仮定した試算値の差異は、効果量（絶対値）としては実績
値が推定効果量比で▲3,868MW/日と下回ったものの、全体の応札量・募集量に対する効果量の割合
（効果率）としては、実績値が約23%上回っていた

✓ 応札不足の改善を図った結果、募集量ならびに応札量ともに全体量が減少しており、30分化による募集量
減少・応札量増加の余地が限られたことで、効果量は限定的になったものと考えられるが、効果率は試算時
を上回ったことを勘案すると、今回の取り組みは効果的に表れていると評価できる

• 市場の傾向と影響

✓ 30分化以降の余剰率は増加していることから、市場の競争原理がより一層働く環境になったと考えられる

✓ また、市場の落札価格についても、大きく上昇することなく推移していることが確認された

◼ 上記を踏まえると、三次②取引単位時間の30分化においては、特段大きな問題が生じることなく、順調に効果が
出ているものと考えられる。

◼ 今後、 ”三次調整力②に関する2025年度事後検証” 等において、取引実績データが蓄積された状態で改めて
取引単位時間30分化の効果や市場影響を確認することとしたい。


